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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーパ ■ ワーウステーションをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

本書はサーパ管理ユーティリティ 「 ESMPRO®/ServerAgent Ver .3.8」 について説明しています。 
Express 5800 シリ ーズサーパ.ワークス テーショ ンに添付されている 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は、本体が持つ機能をさらに拡張しクライアントサーパシステムでの信頼性を強化するものです。 

Express シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読 
みになり、ユーティリティを正しくお使いになるようお願い申し上げます。 

本書での内容は 、 Windows 2000や Windows NT、Windows 95/98/ Me の機能や操作方法につ 
いて十分に理解されている方を対象に説明しています 。 Windows 2000や Windows NT 、 Win ¬ 
dows 95/98 に関する操作や不明点については、 各 OS のオンラインヘルプなどを参照してくださ 
い。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意味を示します。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意をすべき点 
を示します。 


ユーテイリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示します。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


S 

E) 

チェック 

画 

ヒント 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご確認ならびにご承諾ください。 
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ユーザーサポートについて 


ソフトウエアに関する不明点や問い合わせは別冊の「ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 

http://www.express.nec.co.jp/ 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フイールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ESMPRO について 


ESMPRO ® は Express サーバの管理を行うユーティリティソフトウェアです。このソフトウェアは 
各種モデルに関係なくすベての Express 5800シリーズ製品に添付の CD - R 〇 M に入っています。 
Express サーバ/ワークステーションの信頼性をさらに向上させるためにもインストールしておく 
ことをお勧めします。 

ESMPR 〇を利用するにあたり、本書で説明されている内容をよく読んでください。また、 
ESMPR 〇を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 「ESMPRO 
システム構築ガイド Ve 「.2.0( UL 9005-201)」を参照してください。この説明書は ESMPR 〇製品を 
システムで活用するためのガイドです。なお、インストール後の運用注意事項についてはアプリ 
ケーションのオンラインマニュアルにも記載しています。必要に応じて参照してください。 

ESMPR 〇は、 Exp「ess5800 シリーズ製品上で動作する 「 ESMPR 〇 /36「ソ6「八96111:」と管理コン 
ピュータ上で動作する 「 ESMPR 〇 / ServerManager 」 の2つのソフトウェアから構成されます 0 

rESMPRO / ServerAgentJ は Express 5800シリーズ製品にインストールします 0 
Express 5800シリーズ製品にインストールしている〇 S により、以下の2種類があります。 

參 Windows 2000 /Windows NT 4.0 用 

ESMPRO/ServerAgent Windows 2000 /Windows NT 版 

• NetWare 3.2J/4.2( 日本語版 )/5( 日本語版)用 

ESMPRO/ServerAgent NetWare 版 

「巳31\/^8〇/361^6「1\/13阳96「」は管理コンピュータにインス I ルします。管理コンピュータは 
Windows 2000、または Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータ 
でなければなりません。 


□ ESMPRO/ServerManager に関する説明については、 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨ 
ンガイド」を参照してください。 

ヒント 
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動作環境 


ESMPR 〇を動作させることができるハードウエア/ソフトウエア環境は次の通りです。 

• 八ードウエア 


ーインストールする装置 
ーメモリ 

一八ードディスクの空き容量 
ーモデム 

Express 5800本体 

〇 S の動作に必要なメモリ十1 3.0 MB 以上 

22.0 MB 以上 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 通報機能を使用する場 
合にのみ必要です。 

ALIVE 通報用モデム： 
ALIVE 保守用指定モデム： 
ページャ用指定モデム： 

COMSTARZ MUI _ TI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピン） 
COMSTARZ MUI _ TI 56011 (コネクタ： D-SUB 25ピン） 

AT コマンドを解釈するモデムであること （2400 bps 以 
上）。ダイアル回線ではメッセージを送ることができませ 
ん。プッシュ回線をご利用ください。 

拳ソフトウェア 

Windows 2000 

Windows NT 4.0 (Service Pack 4* 以上） 

* Express 5800 /180 Rb -7 の場合は Service Pack 5 以上 
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セツトアップを始める前に 


インストールならびにセットアップの前に必ずお読みください。 

ESMPRO / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の 
設定が必要です。 

TCP/IP の設定 

TCP / IP の設定についてはスタートメニューから起動するヘルプを参照してください。 


SNMP サービスの 設定 
Windows 2000 の場合 

SNMP サービスのインストール 

7 [コントロールパネル]の[アプリケーションの追加と削除]を開く。 
p [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

3 Windows コンポーネントウィザードで"管理とモニタツール"を選択し、[詳細]ポタン 
をクリックする。 

4 "簡易ネットワーク管理プロトコル ( SNMP ) 1 ' のチェックボックスをチェックする。 

^ [次へ]ポタンをクリックする。 

ファイルのコピーが始まります。 

Q ファイルのコピー終了後、[完了]ポタンをクリックする。 

SNMP サービスの設定変更 

7 [コントロールパネル]の[管理ツール]をダブルクリックする。 
p [管理ツール]の[サービス]を起動する。 

3 サービスー覧から [SNMP Service ] を選択し、[操作]メニューの[プロパティ]を選択 
する。 

「 SNMP のプロパティ」ダイア□ヴボックスが表示されます。 
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4 [トラップ]プロパティシートの[コミュニティ名]ポックスに 「 public 」 と入力し、[追加] 
ポタンをクリックする。 


B 賴 


R [トラップ送信先]の[追加]ポタンをクリックし、 [ IP ホストまたは IPX アドレス]ボック 
スに送信先の日31\/^闩0/861^6「1\/131^吕6「マシンの1?アドレスを入力後、[追加]ポタ 
ンをクリックする。 

ESMPRO/ServerAgent からのトラップが ESMPRO/ServerManager に正しく受信さ 
れるように ESMPRO/ServerManager 側の設定の受信コミュニテイ名と ESMPRO / 
ServerAgent 側の設定のトラップとともに送信するコミュニティ名を同じに設定しま 
す。 




Q <特定のホストからの SNMP パケツトのみ受信するように設定する場合> 

[セキュリティ]プ□パティシートを表示し、バケツトを受信するホストの IP アドレスと 
エージェントをインストールするサーパの IP アドレスとループパックアドレス 
(127.0.0.1) を指定する。 


トラップ送信先に指定されている相手 ESMPRO / ServerManager の IP アドレス（ま 
たはホスト名)をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で指定した場合、重複していること 
を警告するメッセージを表示します。同一の ESMPRO / ServerManager を指定す 
るとアラートが重複して通報されます。 



ESMPRO / ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォ 
ルトの 「 public 」 から変更した場合は、 ESMPRO / ServerManager 側で新しく設定 
したコミュニティ名と同じものを入力します。 



□ ESMPRO / ServerAgent をインス I ■>- ルするサーバの IP アドレスを指定しないと、 

Mylex ディスクアレイコントローラの監視ができなくなります。 


<特定コミユニティからの SNMP パケツトのみ受信するように設定する場合> 

SNMP バケツトを受けつけるコミュニティ名をデフォルトの 「 pulDlic 」 がら変更する。 





• コミュニティ名を変更した場合は、[コント□ールパネル]から ESMPRO / 
Server Agent のコミュニティ変更登録を行う必要があります。コミュニティの 
変更登録には[全般]タブの [ SNMP コミュニティ]リストボックスを使います。 

• ESMPRO / ServerManager からの SNMP バケツトを ESMPRO / 
Server Agent 側で正しく受信できるようにするためには ESMPRO / 
ServerManager 側の設定の送信コミュニティ名と ESMPRO / ServerA 吕 ent 測 
の SNMP サービスが受け付けるコミュニティ名を同じにしてください。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0 (Service Pack 4 以降）で ESMPRO / 
ServerAgent を使用する場合、 SNMP サービスのセキュリティ機能である「受け 
付けるコミュニティ名」の権利は 「READ CREATE 」 または 「READ WRITE 」 に設 
定してください。コミュニティの設定は ESMPRO / ServerManager との通信に 
使われますが、上記以外の権利に設定すると、 ESMPRO / ServerManager から 
の監視ができなくなります。 
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ネットワークの設定を終了する。 


Q 


• OS のインストールの際にサービスパックを適用してから SNMP サービスを追加 
した場合は、再度サービスパックを適用してください。 SNMP サービスが正しく 
動作せず、 ESMPRO / ServerAgent が動作しなくなることがあります。 

• ESMPRO / ServerAgent の動作には SNMP サービスが必須です。 ESMPRO / 
ServerAgent をインストールした後に SNMP サービスを削除してしまつた場合 
は、 SNMP サービスをインス!-ール後、 ESMPRO / ServerAgent を再インス 
I -ールしてください。 

• 他社製ソフトウェアの中には、 SNMP サービスを使用しているものがあります。 
このようなソフトウェアがインストールされている状態で、 SNMP サービスと 
ESMPRO / ServerAgent をインストールすると、 ESMPRO / ServerAgent の 
サービスが起動できない問題が発生する場合があります。 

このような場合は、しヽつたん SNMP サービスを削除して、 SNMP サービスを再イ 
ンストールしてください。その後で、 ESMPRO / ServerAgent と上記他社製ソ 
フトウェアを再インストールしてください。 


Windows NT 4.0 の場合 

SNMP サービスのセットアップは 、 Windows NT の[コントロールパネル]から行います。 
サービスがインストール済みの場合は SNMP サービスの設定のみを行ってください。 

] [コントロールパネル]の[ネットワーク]を開く。 

P [サービス]プロパティシートを表示させて、[追加]ポタンをクリックする。 

3 [ネットワークサービス]のリストから [ SNMP サービス]を選択し、 [0 K ] ポタンをク 
U ックする。 

ファイルのコピーが始まります。コピーを終了すると [Microsoft SNMP プ□パティ]夕' 
イア□グボックスが表示されます。 

以降は 、 「Windows 2000の場合」の 「 SNMP サービスの設定変更」の手順4以降と同じで 
す0 
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システムのアップデート 

Windows 2000上に已31\/^1^〇/36「ソ6「八96111;をインストールする場合は、事前に necras . sys がイ 
ンス I ルされている必要があります。 necras . sys をインストールするには、装置に添付されて 
いる EXPRESSBUILDER の CD - ROM を使用してシステムのアップデートを行ってください。 
システムのアップデートについては、ユーザーズガイドの「導入編」を参照してください。 
necras . sys がインストールされていない場合は、以下のメッセージを表示して ESMPR 〇/ 
ServerAgent のセツトアップを中止します 0 


「 ESMPR 〇 / ServeAgent の実行に必要な以下のファイルが存在しません。 
セツトアップを中止します。 
necras.sysj 
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インスト ー ル 


ESMPRO / ServerAgent のインストールは EXPRESSBUILDER のマスターコントロ ールメニュー 
から行います。 


□ ESMPRO / ServerAgent は、 EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアツプ」機能を利用して Win - 
dows 2000,または WindowsNT 4.0 と同時にインストールすることができます。シームレスセツ 
ヒント トアップの詳細についてはユーザーズガイドを参照してください。 


• Mylex ディスクアレイコント□—ラを監視する場合 

Mylex ディスクアレイを監視する場合、 Global Array Manager(GAM) をシステムにイン 
ストールする必要があります。 EXPRESSBUILDER から ESMPRO/ServerAgent をセッ 
トアップを起動すると、自動的に GAM のインストーラが起動します。 

GAM のインストールについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキュメントを参照し 
てください。 

• AMI ディスクアレイコント□—ラを監視する場合 

AMI ディスクアレイを監視する場合、 Power Console Plus をシステムにインストールする 
必要があります。 EXPRESSBUILDER から、 ESMPRO/ServerAgent をセットアップを 
起動すると、自動的に Power Console Plus のインストーラが起動します0 

Power Console Plus のインス!-ールについては、ユーザーズガイド、またはオンラインド 
キュメントを参照してください。 

• シームレスセットアップを使ったインストール 

シームレスセットアップを使用した場合、 GAM、Power Console Plus は自動的にインス 
トールできない場合があります。シームレスセットアップで GAM、Power Console Plus 
をインストールできない機種の場合、シームレスセットアップ終了後、必ず、使用するディス 
クアレイコント□—ラに合わせて、 GAM もしくは Power Console Plus をインストールし 
てください。 
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7 ユーザー名「 administrator ] で□グインする。 

P CD - ROM 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 


画 

ヒント 


本体に接続された CD - ROM ドライブまたは LAN Manager で接続されたネットワーク上 
の CD - ROM ドライブでもかまいません（以下、これらをまとめて「 CD - ROM ドライブ」 
と呼ぶ)。 


B 


ネットワーク上の CD-ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブの 「MC¥1ST.EXEJ を実行してください。エクスプ 
□ーラのネットワークコンピュータからは起動しないでください。 


Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコント□—ルメニューが自動的に表 
示されます。 


Q [ソフトウェアのセツトアップ]一 
[ ESMPRO ] をクリックする。 

ESMPRO セットアップが起動し、メ 
インメニューが表示されます。 
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ESMPRO セットアップのメインメ 
ニューで [ ESMPRO / 
Server Agent ] をクリックする。 


議 

ヒント 


OS の種類に合わせて、選択で 
きるメニューが変わります。 
(インストールできないもの 
は、グレー表示になります） 



Q 


• ダブルクリックでメニューを選択すると同じダイア□グポックスを2つ表示するこ 
とがあります。[終了]ポタンをクリックしてどちらか一方のダイア□グポックス 
を閉じて < ださい。 

• セットアップの実行中に[キャンセル]ポタンをクリックすると、インストールを 
中止するかどうかをたずねるメッセージが表示されます。メッセージボックスで 
[中止]ポタンをクリックするとインストールを中止できます(メインメニューは表 
示されたままです)。ただし、途中までセツトアップされたファイルの削除は行わ 
れません。 
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[次へ]ポタンをクリックする。 



ヒント 


ESMPRO/ServerAgent がすで 
にインストールされている場合 
は 「ESMPRO ServerAgent が既 
にインストールされていま 
す。」というダイアログボック 
スが表示されます。[更新]ボタ 
ンをクリックして[次へ]ボタン 
をクリックすると以前のエー 
ジェントを肖 lj 除し、新たにイン 
ストールし直します。 





jni ESMPRO ServerAgent セットアップゴロヴラム 
へようこモ。このプロヴラムは、コンピュータ 
フ^ に ESMPRO ServerAgent をインストールしま 

to 

このセッ トアッププログラムを実行する前に、すべての 
Windows プロヴラムを必ず終了して下さい0 

[キャン fe ル]をクリックしセットアップを終了した後、 
現在使用中のブロヴラムをすべて終了させて下さい。 


菅告：このゴロヴラムは、菩作榷法および国際条約によ 
って保誰されています。 

G のプロクラム、またはモの一部を無断で?复製または配 
布することは、法律によ 1 」禁止されています。 




キャンセル」 





Exress 5800 /180Rb-7 の場合、 Windows 2000上では更新インストールできま 
せん。再インストールする場合、いったんアンインス!ルし、再起動後に再度イン 
スI'ールを実行してください。 


Q インストールする機種をリストから選択する。 


□ セットアッププログラムが機種判別に成功した場合は、機種を選択するダイアログ 
ボックスが表示されずに次に進みます。 

ヒント 


7 ESMPRO / ServerAgent のインス!''ール先パス名を入力し、[次へ]ボタンをクリック 
する。 


デフオルトではルートパーティシヨンの ¥ ESM ディレウトリの下に ESMPRO / 
ServerAgent のモジュールがインストールされます。特に問題がなければ、このまま[次 
へ]ボタンをクリックしてください。 

インストール先を変更したい場合は、[参照]ポタンをクリックして希望するインストー 
ル先のディ レクトリをドライブ名を含むフルパスで指定してから[次へ]ポタンをクリッ 
クしてください。 

Q DMI のインス!-ール先パスを入力し、[次へ]ポタンをクリックする。 

デフオルトではルートパーティシヨンの 「¥ DMI ¥ WIN 32」 ディレクトリの下に DMI モ 
ジュールがインス I ルされます。すでに DM 12.0 SP がインストールされている場合に 
は、そのパスがデフオルトのインストール先パスとなります。 

インストール先を変更したい場合には、[参照]ポタンをクリックして希望するインス 
トール先のディレクトリをドライブ名を含むフルパスで指定してから[次へ]ボタンをク 
リツクしてください。 

ファイルのコピーおよび ESMPRO / ServerAgent の動作環堉の設定が開始されます。 
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インス I 'ール終了のウインドウが表示されたら、 [0 K ] ポタンをクリックする。 


インストールが終了します。インス I ルした ESMPRO / ServerAgent の機能は再起動 
後に有効になります。 


S 


ESMPRO のインストールが終了しても ESMPR ◦セットアップのメインメニューは 
消えません。他のダイア□グボックスに隠れることがあるので注意してください。 
ESMPR ◦セットアップを終了するときはメインメニューの「終了」をクリックしてく 
ださい。 







補足説明 


ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合は、次の点について確認してください。 

LAN 監視の通報について 

ESMPRO / ServerAqent 関連情報一括収集機能 ( collectexe ) の実行について 

コミュニティの権利について 

スリープ状態での監視について 

PCI ホットプラグについて 

DMI 2.0 SP(Service Provider ) のインストールについて 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.7 以前での監視について 

ディスクアレイ監視について 

ディスクミラーリングコント□ーラ ( N 8503-51/ N 8103 -58) の監視について 

ハードディスク追加時のデータピューアの表示について 

フロッピーディスクのファイルシステム監視について 

POWER スイッチによるシャットダウンについて 

ESRAS ユーティリティについて 
ページャ通報のモデムのセットアップ 

二重化システム管理を行う場合について 

コミュニティの変更について 

ハードディスウ交換前の確認作業 

ハードウェア障害発生後の再起動について 

シリアルポートについて 

監視イペントの通報について 

プリンタ情報の利用可能時間と終了時刻について 

共有プリンタ名に2パイト文字を使用した場合について 

ESMPRO / ServerAgent 使用中のディスウに関する作業について 

メモリ エラーのアラーム について 

しきい値について 

アラー トについて 

ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの表示情報について 

Microsoft SQLServer 6.5 との混在時の CPU 負荷について 
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Win 32 SL サービスの イベント□グ出力について 


CPU 負荷監視の警告イベント□グについて 

フアンステータスについて 
電源ユニツトステータスについて 


LAN 監視の通報について 

LAN 監視機能では一定時圊内の送受信バケツ ト 数とバケツト エラー 数により回線の状態を判断する 
ため、一時的な回線高負荷状態の場合にも回線障害や回線高負荷を通報することがあります。 
すぐに状態回復が通報される場合は一時的な回線高負荷が発生したと考えられますので、特に問題 
はありません。 


ESMPRO/ServerAgent 関連情報一括収集機能 (collect.exe) の実行について 

Windows 2000上で collect . exe を実行した場合、システム情報レポート(ファイル名： msdrpt . txt ) 
の取得に時間がかかります。 

このため、 collect . exe の実行が終了したように見えても、診断レポートを取得するプ□セスは終了 
していないことがあります。 

collect . exe を実行樹法、ファイルサイズからシステム情報レポート情報が取得できていることを確 
認してください。 


コミュニティの権利について 


Windows 2000では SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォル 
卜で ” READ ONLY " となります。コミュニティの権利が ” READ ONLY ” の場合、 ESMPR 0/ 
ServerManager からのリモートシヤツトダウン機能やしきい値の変更機能が使用できません。こ 
れらの機能を使用する場合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 」、 または 「READ WRITE 」 
に設定してください。 
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スリープ状態での監視について 

ESMPRO/ServerAgent マシンがスリープ状態(システムスタンパイ、システム休止状態)の場合、 
ESMPRO/ServerManager か らスリ —プ中の ESMPRO/ServerAgent マシンを監視することはで 
きません。 

ESMPRO/ServerManager からサーパダウン監視を行っている場合に該当する ESMPRO / 
ServerAgent マシンがスリープ状態になると"サーバアクセス不能"の通報が上がり、サーパアイコ 
ンの状態色が灰色になり、 ESMPRO/ServerAgent マシンがダウンしたのかスリープ状態なのか区 
別することができません。監視対象のシステムをスリープ状態になるような設定を行って運用され 
る場合は注意してください。 


PCI ホットプラグについて 

データビューアによりサーパ情報を参照中に、 pci ホットプラグにより当該サーバの構成を動的に 
変更した場合、データビューアのツリーの再構築を促すメッセージが表示されます。 

[はい]をクリックするとデータビューアでツリーの再構築を行い， pci ホットプラグによるシステ 
ムの構成変更がデータビューア上に反映されます。[いいえ]をウリックすると，データビューアの 
ツリ_の再構築は行われません。 

その場合 PCI ホットプラグによるシステムの構成変更が反映されないため，データビューアの情報 
は現在のシステムの情報と異なる可能性があります。 

また、 ESMPRO/ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO/ServerManager マシン登録済みで 
あれば、構成変更のタイミングで" Slot 状態"に関するトラップがマネージャに送信されるため、 
ESMPRO/ServerAgent マシンの構成が変更されたことを ESMPRO/ServerManager 側で知るこ 
とができます。 


DM12.0 SP(Se「vice Provider) のインストールについて 

ESMPRO/ServerAgent では Intel DMI 2.0 s SP Ver .2.62 を利用しています。 

DM 12.0 SP は ESMPRO のインストール時に選択された DMI 用のインストール先ディレクトリ（シス 
テム環境変数 = WIN 32 DMIPATH ) 配下に環境を作成します。 

すでに DM 12.0 SP がインストールされている場合には、設定されているインス I ル先を使用す 
るためインストール先デイレウトリを変更することはできません。 


ESMPRO/ServerManager Ver.3.7 以前での監視について 

パージョン 3.7 以前の ESMPRO/ServerManager で監視する場合は、監視できない項目がありま 
す。また、データビューアのディスクアレイ監視機能で不具合が発生する場合があります。必ず 
パージョン 3.8 以降の ESMPRO/ServerManager で監視を行ってください。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 は、 EXPRESS 巳 UILDER の CD-ROM に登録されてし、ます。そ 
れを利用していただくようお願いします。 
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ディスクアレイ監視について 


* 管理 ツールの インス！ ル 

Windows 2000 /Windows NT でディスクアレイを監視するためには、ディスウアレイコント 
□ーラの製造元が提供する管理ツールをインストールしておかなくてはなりません。使用する 
デイスウアレイコント□—ラに合わせて次の管理ツールをインストールしてください。 


型名 

ディスクアレイコントローラポードの種類 

管理 ツールの 種類 

N8 103-52 

Mylex AcceleRAD 160 


N8 103-53 

Mylex AcceleRAID352 


N8503-12 

Mylex DAC960PDU 


N8503-18 

SCSI コントローラ(ディスクアレイ用） 


N8503-19 

Mylex DAC960PG(4MB SIMM) 


N 8503 -28 

Mylex DAC960PG(32MB SIMM) 


N 8503 -36 

Mylex DAC960PJ 

Global Array Manager 

N 8503 -36A 

Mylex DAC960PJ 

(Server) 

N8503-43 

Mylex DAC1164P(3 チヤネル） 


N 8503 -44 

Mylex DAC960PTL 


N 8503 -49 

Mylex DAC1164P(2 チヤネル） 


N 8503 -52 

Mylex AcceleRAD 160 


N 8503 -53 

Mylex AcceleRAID352 


- 

本体内蔵ディスクアレイコント□—ラ 


N 8503 -60 

AMI MegaRAID Elite 1500 


N8503-60A 

AMI MegaRAID Elite 1500 

Power Console Plus 

N 8503 -61 

AMI MegaRAID Enterprise 1500 



表は ESMPRO がサポートするディスクアレイコントローラボードです。 

各装置がサポートするディスクアレイコントローラボードと異なる場合があります。 


• 未 サボー トのディスクアレイコント ローラ 

ESMPRO/ServerAgent Ver .3.8 では次のデイスウアレイコント□-ラをサポートしていませ 
ん〇 


型名 

ディスクアレイコント□ーラポードの種類 

N 8503 -03 

Mylex DAC960P 

N 8503 -08 

Mylex DAC960P 

N8503- 11 

Mylex DAC960PL 
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ディスクミラーリングコントローラ ( N 8503 -51/ N 8103 -58) の監視について 


ESMPRO / ServerAgent は、ディスクミラーリングコント □— ラ （ N 8503 -5 1 / N 8103-58) の監視 
を次のように行います。 

• データビューアでの見え方 

ディスクミラーリングコントローラに接続されているハードディスウは、 ESMPR 0/ 
ServerManager のデータビューアでは、1つの論理ドライプとして表示します。個々のハード 
デイスク単位では表示されません。 


また、ディスクミラーリングコントローラは、「ディスクアレイ」ではなく、 「 SCSI コント□— 
ラ」として管理します。 

• 八ードディスクの予防保守機能について 

ディスクミラーリングコント□—ラに接続されているハードディスウは、ハードディスウの予 
防保守機能の対象外となります。予防保守判定は行いません。 


ハードディスク追加時のデータビューアの表示について 


AMI ディスクアレイシステムに追加した直後のハードディスクは、 ESMPRO / ServerManager の 
データビューアのツリーには表示されません。追加したハードディスクをコンフィヴレーシヨンし 
てディスクアレイシステムに組み込まれた後、データビューアのツリーに表示されるようになりま 
す。 


フロッピーディスクのファイルシステム監視について 

フ□ッピーディスウのファイルシステムは既定値で監視対象外となります。フロッピーディスク上 
のファイルシステムを監視するには、コント□—ルパネルの[ファイルシステム]シートで「フ□ッ 
ピーディスウを監視する」をチェックしてください。 

ただし、フロッピーディスクのファイルシステムを監視するときは、次の点に注意してください。 


• 一定時間おきにフロッピーディスクドライブにアクセスするので、アクセスランプが点灯しま 
す。アクセスランプはフロッピーディスクドライブに煤体を挿入していなくても点灯します。 

• Windows 2000のスリープ機能をご利用になる場合、スリープが失敗することがあります。ス 
リープに失敗した場合、再度、スリープを行ってください。 


POWER スイッチによるシャットダウンについて 

Express 5800シリーズでは POWER ス イッ チで 0 S のシ ャッ トダウン、および電源の OFF を自動で 
行えます。本機能を使用する場合は ESMPRO / ServerAgent が起動していることを確認してから、 
Express 5800シリーズの POWER スイツチを押してください。 
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ESRAS ユーティリティについて 

ESRAS ユーティリティは、 Windows 2000 /Windows NT と ESMPRO/ServerAgent がインス 
卜ールされた Express 5800シリーズにおいて動作する高信頼性機能が使用する各種□ヴの参照、 
印刷、ファイルへの出力および初期化を行うソフトウエアです。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.4 以前の ESRAS ユーティリティを使用する場合、各種ログを参 
照できない装置があります。必ず ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 以降の ESRAS ユーティリ 
ティを使用してください。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 は、 EXPRESSBUILDER の CD-ROM に登録されています。そ 
こに含まれる ESRAS ユーテイリテイを使用してください。 


ページャ通報のモデムのセットアップ 

ページャ通報のモデムのセットアップは、以下の手順で行ってください。 

• モデム接続の確認 

く Windows 2000/Windows NT 4.0 標準のハイパーターミナルを使用している場合> 

① [コント□-ルパネル]の[モデム]アイコンをダブルクリックし、モデムをインストー 
ルする。 

② アクセサリグループの[ハイパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続するか確認す 
る。 

③ キーボードから 「 AT 」 と入力し、 < Enter > キーを押す。 

④ [0 K ] が表示されるのを確認する。 

[0 K ] が表示されず、 [0] が表示された場合はリザルトコードの表示形式を英語表示に 
変更してください。 

く COMSTARZ MU じ H560 を使用している場合> 

① キーボードから 「 ATV 1」 と入力し、 < Enter > キーを押す。 

② [0 K ] が表示されるのを確認する。 

③ キーボードから 「 AT 」 と入力し、<巳付6「>キ_を押す。 

④ [0 K ] が表示されるのを確認する。 

必要に応じてこの設定をメモリにパッウアップしてください。パックアップを実行せ 
ずに、モデムの電源をオフにすると、変更した設定値は消えて、もとの値(この場合、 

リザルトコードの表示形式=数字)に戻ってしまいます。 

⑤ キーボードから 「 AT & W 」 と入力し、 < Enter > キーを押す。 

⑥ [0 K ] が表示されるのを確認する。 
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• 設定ツール(アラートマネージャ）からページャ通報の設定 

① [コント□—ルパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] アイコンをダブルクリックする。 

② [全般設定]プ□パティから[通報設定]ポタンをウリックする。 

③ アラートマネージャの[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

④ [通報手段の設定]プロパティの通報手段リストから[ぺージャ通報]を選択して[設定] 
ボタンをクリックする。 

⑤ 使用するシリアルポートを選択する。 

⑥ [0 K ] ポタンをクリックした後、[通報基本設定]ダイアログボックスを閉じる。 

⑦ [設定]メニューから[通報先設定]を選択する。 

⑧ ID リストからページャ通報を選択して[修正]ポタンをクリックする。 

⑨ [宛先設定]ポタンをクリックして電話番号を登録する。 

メッセージを送る場合はメッセージも登録します。 [0 K ] ボタンをクリックしてくださ 
い。 

⑩ [スケジュール]ポタンをウリックして、通報リトライ、通報時間帯を設定する。 

初期値は、5分間隔で72時間後までのリトライ、24時間通報可能になっています。設 
定を終えたら [0 K ] ポタンをクリックします。 

⑪通報先が2力所以上ある場合は、通報先 ID を追加する。 

追加した場合、ツリーの監視イベントに通報先指定を追加してください。設定を終え 
たら、[通報先リストの設定]ダイア□グボックスを閉じます。 

⑫[設定]メニューから[通報基本設定]を選択する。 

⑬[通報手段の設定]プロパティの通報手段リストにある[ページャ通報]の通報有効/無効 
ビットマップを有効(緑色）にする。 

以上で、ページャ通報ができるようになります。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ ( ServerAgent ヘルプ）を参照してください。 


二重化システム管理を行う場合について 

二重化システム管理を行う場合は、運用/待機両系別々に□一カルディスクにインストールしま 
す。 ESMPRO / ServerAgent のインス I '•—ルは2台のサーパにインス I '•ールすること以外は通常の 
インストールと同じです。 
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コミュニティの変更について 


ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定コミュニティからの 
SNMP バケットのみ受信するようにデフォルトの 「 public 」 から変更した場合には、 ESMPRO / 
Server Agent に対してコミュニティの変更登録をしてください。 

① [コントロールパネル]の [ ESMPRO / ServerAgent ] のアイコンをダブルウリックする。 

② [全般設定]シートの [ SNMP の設定]にある [ SNMP コミュニティ名]リストボックスから任意の 
コミュニティ名を選択する。 

[ SNMP コミュニティ]リストボックスには受信対象のコミュニティ名の一覧が表示されます。 

③ [0 K ] ボタンをクリックして終了する。 


ハードディスク交換前の確認作業 

アラート通報されていないハードディスウを交換する場合は、以下の手順で装置の番号を確認して 
ください。なお、 Mylex ディスウアレイコントローラ、 AMI ディスクアレイコント□—ラに接続さ 
れているハードデイスクは対象外です。 


① コマンドラインから 「％ SystemRoot %¥ system 32¥ regedt 32. exe 」 を実行する。 
「レジストリエディタ」が起動します。 

② 以下のサブキーを参照する。 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ ESMAgent ¥ Storage¥Reset 


上記のレジストリキーの下に接続されている装置のサブキーがあります。このサブキー名の最後の 
数値が装置の番号です。 


八ードウエア障害発生後の再起動について 

ハードウエア障害を検出した場合、 A - ドウエアイベント□グ監視がシャツトダウンします。 
シャツトダウン後に障害を対処/復旧せずシステムを再起動すると、障害復旧直後の1回目の起動 
時にシャツトダウンする場合がありますがシステム上、特に問題はありません。 
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シリアルポートについて 


ESMPRO / ServerAgentlS , シリアルポートを使用する機能が複数あります。 
これらの機能を使ラ場合、標準の2ポートだけでは不足する可能性があります。 
それぞれの機能で使用できるシリアルポートは以下の通りです。 


UPS 
APCU 
ALIVE 通報 
ALIVE 保守* 
ページャ通報 


C 0 M 1 〜10 
COM 1〜2 
COM 1〜9 
COM 1〜9 
COM 1〜9 


ALIVE 保守はリモートアクセスサービス （Remote Access 
Service) を利用します。 


マネージャ通報 ( TCP / IP 〇 ut - of - Band ) でリモートアクセスサービスを利用する場合に使用できる 
シリアルポートは以下の通りです。 


マネージャ通報 ( TCP/IP 〇 ut - of - Band ) : COM 1 〜10 

このラち、シリアルポートを共有できるのは、以下の組み合わせだけです。 

• ALIVE 通報+ ALIVE 保守+ページャ通報 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

ALIVE 通報を終了後、リモートアクセスサービスを開始します。 

ALIVE 保守が長時間シリアルポートを使っているとページャ通報ができないことがあります 
(ページャ通報時は RAS サービスは停止させられません)。 

參 ALIVE 通幸 E +ベージャ通報 

どちらが一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 

春 ALIVE 通報+ ALIVE 保守 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

• ALIVE 保守+ ユーザ 利用リ モー トアクセス サービス 

どちらか一方の機能で回線を使用しているときはもラー方の機能は使えません。 





• リモートアクセスサービスを使用するマネージャ通報 (TCP/IP Out-of-Band) は、他シリア 
ルポートと共有すると障害情報が通知できない場合があります。共用は避けてください。 

また、ユーザー業務や ALIVE 保守と ALIVE 通報でポートを共用した場合でもリモートアクセ 
スサービスが停止し障害情報が通知できない場合があります。 

• ユーザーがリモートアクセスサービスを使用する場合は、 ALIVE 通報/保守用のリモートア 
クセスサービスのシリアルポートとの共有は避けてください。共有した場合、ユーザーがリ 
モートアクセスサービス利用中でも、 ALIVE 通報時に強制的に切断し通報を行います。 


次にシリアルポートとデバイス（または機能)の組み合わせと必要となるモデムの数について示しま 
す。マネージャのリモート監視については記載していません。 


COM3 以上を使う場合は多回線ポードが必要です。 
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C 〇 Ml 

COM 2 

COM 3 

COM 4 

モデム数 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE 

RAS(M, U) 

2 

APCU 

UPS 

PG 

RAS(U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

PG 


1 

APCU 

UPS 

RAS(U) 


1 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 


2 

UPS 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

UPS 

PG 

RAS(U) 


2 

APCU 

ALIVE, PG 

RAS(M, U) 


2 

APCU 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

APCU 

PG 

RAS(U) 


2 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 



1 

UPS 

PG 



1 

UPS 

RAS(U) 



1 

APCU 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

APCU 

ALIVE, RAS(M) 



1 

APCU 

PG 



1 

APCU 

RAS(U) 



1 

APCU 

UPS 




ALIVE, PG 

RAS(M, U) 



2 

ALIVE 

RAS(M, U) 



2 

PG 

RAS(U) 



2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 




1 

PG 




1 

RAS(U) 




1 

ALIVE, RAS(M) 




1 


PG: ページャ通報 RAS(M): ALIVE 保守(保守管理利用リモートアクセスサービス) 

ALIVE: ALIVE 通報 RAS(U): ユーザ利用リモートアクセスサービス 


監視イベントの通報について 

• アラート通報機能はシステムのイベントログに登録されたイペント情報を元に通報を行ってい 
ます。そのためイベントビューアのイペント□ヴの設定にてイベント□グの処理を[必要に応じ 
てイベントを上書きする]に設定してください。それ以外の設定では通報がされません。 

• アラート通報機能の設定ツール（アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録されたイぺ 
ントは 、 Alert Manager Main Service が起動していないとマネージャなどへ通報されません 0 
また上記サービスが起動している場合でも、各通報手段の通報有効/無効フラグが無効になっ 
ていると通報されません。通報有効/無効フラグは、アラートマネージャの[設定]メニューか 
ら[通報基本設定]を選択し、[通報手段の設定]プロパティで設定します。同様に、システム起 
動時に Eventlog サービスが起動以前に発生したイベントについては通報できません。 
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• アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の[通報基本設定]-[その他の設定]にお 
いて、シャットダウン開始までの時間を設定できます。初期値は20秒になっています。この値 
を初期値より短くした場合にシャットダウン時の通報が行われない場合があります。 

• 監視対象イベントの通報時に通報障害が発生した場合、エラーメッセージがイベント□グに登 
録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして新規登録して 
しまうと、通報時のエラーを再度通報してしまラことになり、障害復旧時に大量の通報が行わ 
れてシステムの負荷が高くなり、性能が低下することになります。特に下記アラート通報機能 
のサービスが出力するイベントは監視対象としないでください。 

Alert Manager ALIVE ( S ) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket ( S ) Service 


プリンタ情報の利用可能時間と終了時刻について 

新しくプリンタを接続し、ドライパのインストールやコンフィグレーションを行った時に、プリン 
トマネージャから利用可能時間/終了時刻の設定を行わなかった場合、プリントマネージャで表示 
される利用可能時間/終了時刻は [00:00] ですが、マネージャで表示される利用可能時間/終了時刻 
は [9:00] となります。 

これを正しく表示するようにするためにはプリントマネージャでプリンタの詳細を設定してくださ 
い。設定方法は以下の通りです。 

① プリントマネージャを起動し、設定したいプリンタのプリンタ情報画面を開く（[プリンタ]— 
[プリンタ情報])。 

② [詳細]でプリンタ詳細画面を開く。 

③ 利用可能時間/終了時刻を設定し、プリンタ詳細画面、プリンタ情報画面でそれぞれ [0 K ] ボタ 
ンをクリックして終了する。 

以上でマネージヤからも正しい情報が表示されるようになります。 


共有プリンタ名に2パイト文字を使用した場合について 

プリントマネージャの[プリンタの作成]および[プリンタ情報]において、[ネットワーク上で共有] 
の設定を行い、[共有名]の設定で2パイト文字を使用した場合、 ESM/ServerManager Ver .2.1 U 
前のマネージャを使用されている場合は、データビューアの I / O デパイス画面プリンタ情報のネッ 
トワーク共有名が正しく表示されないことがあります。 
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ESMPRO/ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 

ESMPRO / ServerAgent を使用中にディスク(ハードディスクや M 0 など)に対する以下のような作 
業はできません。 

• ディスウアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォーマットや削除 
• MO 、 Zip 、 PD などのリムーパプルディスクのソフトウェアからのメディアの取り出し要求 

これらの作業は次の手順で行ってください。 

① [コントロールパネル]の[サービス]を開く。 

② 「 ESMCommonService 」 という名前のサービスを選択後、[停止]ボタンをウリックする。 

③ 「 ESMCommonService 」 の停止を確認後、[コント□—ルパネル]の[サービス]を閉じる。 

④ ディスク関連の作業を行う。 

⑥再び[コント□-ルパネル]の[サービス]を開き、 「 ESMCommonService 」 を選択後、[開始]ボ 
タンをクリックする。 

⑥ 「 ESMCommonService 」 の開始を確認後、[コント□—ルパネル]の[サービス]、および[コント 
□ー ルパネル]を閉じる。 


メモリエラーのアラームについて 

メモリエラーのアラームがトラップとしてマネージャへ通報される場合に、マネージャ側のアラー 
トビューアのパンク ID の欄が空白になります。 ESMPRO / ServerAgent 側のイベントログ内に同ア 
ラームに関する情報が格納されています。その内容を確認し保守員に連絡してください。 


しきい値について 

ESMPRO / ServerManager からファン/電圧監視などのしきい値の表示/設定を行えないものが 
ありますが、 ESMPRO / ServerAgent は監視を行っており、異常が発生した場合はアラートを発生 
します。 


アラートについて 

アラートビューアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートによって一部の情報が「不明」と表 
示されるものがあります。 


ソフトウェア ALIVE、 ページャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの表示 
は、ソフトウェア ALIVE 、 ページャオンラインの有効■無効にかかわらず常に「不明」と表示されま 
す。 
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Microsoft SQLServer6.5 との混在時の CPU 負荷について 

以下の状況でお使いの場合、 ESMPRO / ServerAgent のサービスの CPU 負荷が上昇(+1096以上)す 
る場合があります。 

条件 

• 同ー マシンに Microsoft SQLServe 「 6.5 と ESMPRO/Serve 「 Agent がインス トールされてい 
て、 サービスが 起動している。 

• Microsoft SQLServe「6.5 のオプション [パフォー マンスモニタ統合]の チェ ックがオンになつ 
ている。 

確認方法 

Windows 2000 /Windows NT のパフォーマンスモニタを使用して 、 Microsoft SQLServe 「6.5 
のオプションで[パフォーマンスモニタ統合]のチェックをオンした場合とオフした場合とで以 
下の値を比較してください。 

オブジェクト : Process 
カウンタ ：％ Processor Time 
インスタンス : ESMCMN 


□ チェックを変更した後には必ずマシンを再起動してください。再起動しないと、パフオーマンスモ 
二夕でサービスの正しい負荷率は取得できません。 


対処方法 

「確認方法」で取得した CPU 負荷率が SQLServer オプシヨンのチェックのオン/オフで大きく違 
う場合はチェックをオンにすることによる CPU 負荷率の増加と考えられます。 

これは、 SQLServer オプシヨンがオンに設定されている事で 0 S から取得するパフォーマンス 
データの項目が増加し、それに伴い 0 S からパフォーマンスデータを取得するサービス内のパ 
フォーマンスデータ解析処理に時間を必要とするために発生します。 

もし、 SQLServer のパフォーマンスデータを監視する必要が無いのであれば、不必要なパ 
フォーマンスデータを取得することによる CPU 負荷の増加を避けるために SQLServer オプシヨ 
ンをオフにするようにしてください。 


Win32SL サービスのイベント□グ出力について 

Win 32 SL サービスにアクセスしているモジュールを停止した場合等、 Win 32 SL サービスはアプリ 
ケーシヨンイベントログに以下のメッセージを出力する場合があります。機能に影響はありませ 
ん〇 


ソース 

種類 

イベント ID 
説明 


win32slService 

エラー 

38 

応答のない MA を登録削除中 
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CPU 負荷監視の警告イベント□グについて 


システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、〇 s からパフォーマンス情報が取得で 
きない事を検出した場合に ESMPR 〇 /ServerAgent では以下のイベントログを登録致しますが、シ 
ステムの運用に特に問題はありません。 


ソース 

種類 

イペント D 
説明 


ESMCpuPerf 

警告 

9004 

CPU 監視サービスで警告状態を検出しました。[システムのパフォー 
マンス情報が取得できない状態です ( E 「「 o 「 Code = xxxx )] 


なお、情報が取得できない場合には、負荷率は096として扱うため、連続して情報が取得できない 
事象が発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりも低く表示される場合があります。 


フアンステータスについて 

ファンに異常が発生した場合、マネージャの SNMP データピューアと DMI データビューアで表示さ 
れるステータス(色)が異なりますが、どちらともハードウェア的なファンの異常を示しています。 
サーパ内部で該当するファンの状態を確認してください。 


電源ユニットステータスについて 

電源ユニットに異常が発生した場合、マネージャの SNMP データビューアと DMI データビューアで 
表示されるステータス（色)が異なりますが、どちらともハードウエア的な異常を示しています。 
サーバ内部で該当する電源ユニットの状態を確認してください。 
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アンインストール 


巳31\/^卩〇/36「ソ6|7\9印1:のアンインストールの方法について説明します。 


S 


ESMPRO/ServerAgent のアンインストールについて 

• システムが完全に起動してからアンインストールを始めてください。 

• システム起動直後に ESMPRO/ServerAgent のアンインストールを行うと、[サービスの削 
除中…]のダイアログボックスを表示した状態でセットアッププ□グラムが止まってしまうこ 
とがあります。しヽったん「アプリケーションの切り換え」などで強制終了してください。その後 
システムが完全に起動してからアンインストールしてください。 

• ESMPRO/ServerAgent のインス I ^ールを行うと DM12.0 SP(Service Provider) のアン 
インストーラが登録されます。アンインストーラを使用して DM12.0 SP を削除することがで 
きます。ただし、 ESMPRO/ServerAgent をアンインス!-ールしてから削除してくださ 
い0 

① [コント□ールパネル]から[アプリケーションの追加と削除]を起動する。 

② [DM12.0 SP (ESMPRO)] を選択して[追加と削除]をクリックする。 

• エクスプレス通報サービスをご利用の場合、 ESMPRO/ServerAgent のアンインストール 
の前にエクスプレス通報サービスを削除してください。エクスプレス通報サービスの削除方法 
については「エクスプレス通報サービスインストレーションガイド」を参照してください。 


7 7 〜 8 ページを参照して ESMPRO セットアップのメインメニューを表示させる。 

p 「 ESMPRO/ServerAgentJ をクリックする。 

「 ESMPRO / ServerAgent のセットアップへようこそ」というダイアログボックスが表示 
されます。 

3 [ 次へ ] ポタンをクリックする。 

「ESMPRO ServerAgent が既にインストールされています。」というメッセージが表示 
されます。 

4 [ 削除する ] を選択して [ 次へ ] ポタンをクリックする。 

以上でアンインストールされます。 
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